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• 5医道の日本語~ 2015年6月 臨床Iζ活かす古典
rNIl38 手妓その2Jのお話より

富お去がいつ中国で復興したかというと、南宋時代 (AD 1 127~ 1 279) であ

る。

北の方に金という国が有り、南の方に宋という国があって、金と南宋が南北で対立

した詩代である。言黙 (とうちく)という人が 7銭経指南(しんぎょうしなん)jと
いう本を書いていて、この本が本格的な事裁去の復活、ひいては稽潟の方法、手技、そ

ういうちのの先殺をつ付たということは、はっきりしている。

雲黙は、ちちろんその時代に 7素問j j霊枢二 7義経』を入手して、それらの本を自
分なりに噛み砕いて応用することによって補湾の手授とプラスアルファの手技を自分

なりに震隠した。

一つは14種類の手妓(十四法)を使って、気の渋滞や虚実・寒熱に苅したのである。

銭をおlす前に、その辺りを按圧したり、経訴のところを摩擦したり、刺した主主を上下
したり、それから剥した銭を回転さ世る、動揺さゼる、爪ではじくといった手技であ

る。また鍛を妓く隠の釜啄(刻した録を上下する)、鍛を扱いた後lζ銀の穴を閉じる。
これは、補軍事の手技ち含まれているし、気を集めるということち含まれていて、それ

らの総合的なちのを14種類の手授に集大成した。根鎚になっていたちのは?素間二

の議会実邪詮とか 7重量経』の七十八重量を根鎚にして、 その部分を応用して展開をした.
十司法l立、ある程度深く刻さないと出来ない手妓が含まれている。たとえば雀啄 (
じゃくたく)ち、ある程度の刺す録の深さを必要とする。また刺した録を回転さゼる

にち、ある程度の刺す深さを必要とする。日本の経絡治療で十四法を使おうとすると

出来ない手法がある。

<>六元lHi!大請篇第七十一第五十七章~第五十八章第五十七霊より
阪陰の至る所I草、沼罪事 (きょうつう)、E豆浩(おうゼつ)を震す。
原陰風木の気(大寒~春分の時期)が来ると、肝の病の、謁の両側、助脅の部分が

罪事くなる。震の病の、ちのを吐き、法濁する。

少陰の至る所I草、語 (ご)と笑 (しょう)を震す

少陰看火の気(春分~小痛の時期)が来ると心の病の、うわごとを言ったり、理由

ち祭いのに笑いが出て止まらない。

太陰の至る所I草、重 (じゅう)と鮒渥 {ふしゅ)を震す
太陰潔土の気(大星~秋分の時期)が来ると湿邪により、体がだるく、 (重l孟程重、
身重であると注祭者が雲っている)むくむ。

少隠の至る所I草、暴主主 {(まうちゅう)、務費量(じゅんゼい}、暴死(ぼうし)を震
す

少隠桓火の気(小潟~大墨の時期)が来ると、急に下痢をする。トイレに行ったら

すぐに水様侵が出る。{暴Iま急にという意味である)まぶたがビクピクし、からだが
けいれんを起こす。急に意設不明の状態になる。 慧議というのは陽の気が支えている。

隠の気があまり盛んになると、陽の気で出来ている意議というちのを打ち獲してしま

い、頭がぼんやりする状態になったり慧議不明になるということが出てくる。
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~明の至る所{草、動 {きゅう) と[定 (てい) を震す

陽明燥金の気(秋分~小雪の時期)が来ると、初期的なからだを冷やす状態になる。

そこで皐づまり、 皐水、くしやみの症状が起こる。

太毘の至る所{草、流浩(りゅうゼつ)と禁止を震す

太陽寒水の気 (小雪~大寒の時期)が来ると寒気力て下って行き、おなかに多重量を与

えて下痢をする(張介賓の [流濯Jの注。ほかに高士宗は f流池jを f汗力明にちれ
るJと注解しているが、 ここでは、張介賓の注を取りたし、)
禁止は(張介賓の注にしたがえば)冷えて陽の気のjj"きがよくない。そのために大小

便が出ない。 体力、ら出る諸々の体液が出ない状態である。流浩と禁止は矛盾していて、

方薬中という人は 7黄帝内包素間違築七篇蓬鰐Jという本で 「歴代の注島幸者の解釈は
さまざまだJと一還りではない祭釈が存在することを記している。そこで fここはち
ょっとわ力、らないJとしておくのが適当ではないかと患う。太錫重量水なので 7霊堂経二
六十八廷を媛用するとすれば f流浩Jは、港湾でいいのだが、 f禁止Jというちのの
箆釈カ濯しい。しかも f禁止Jという病謹名はないので解釈はなお撃しい。

病の常なり。

以上が 『病の常jの第4穫である

@次回は、六元正紀大論居第七十一第五十九章からです。

マ;8月は、 年Iζ一度の特別講義となります。 テーマは 7古典録法の手t査について1です。
(素間勉強会世話人 東大阪絶域 松本政己)


